
取扱説明書

非常業務兼用遠隔操作器
多棟型集中監視システム

型 名 RM-975

この取扱説明書は、各種機能を備えた標準セットを基準として作成していますので、実装されて
いないユニットが記載されていることがあります。あらかじめご了承ください。

ご注意

非常用遠隔操作器の非常時の動作は、本体非常用放送設備の動作に準じます。
非常用放送設備の動作は、型式ごとに異なる場合がありますので、非常時の動作について本体
取扱説明書等によりご確認ください。
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保守契約のおすすめ
● 非常用放送設備の保守点検は、消防法で義務づけられています。自ら点検できないお客様に代って専門技
術者が契約によって定期点検を行います。

●保守契約は、設置時に納入業者にお申し付けくださるのが便利です。すでに設置済みであるにもかかわら
ず契約されていないお客様はお急ぎください。

●保守契約には設備予算以外に費用がかかりますので、別途計上してください。
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設置・据付をするとき

● ご使用の前に、この欄を必ずお読みになり正しくお使いください。
●ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので、必ず守ってください。
●お読みになったあとは、いつでも見られる所に必ず保管してください。

ここでは、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止す
るために、いろいろな表示をしています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

図記号について

表示について

安全上のご注意

水にぬらさない
本機に水が入ったりしないよう、また、ぬらさないようにご注意ください。
火災・感電の原因となります。

指定外の電源電圧で使用しない
表示された電源電圧を超えた電圧で使用しないでください。
火災・感電の原因となります。

電源コードを傷つけない
電源コードを傷つけたり、加工したり、熱器具に近づけたりしないでください。
また、コードの上に重いものをのせないでください。
火災・感電の原因となります。

行為を禁止する記号 行為を強制する記号

分解禁止 禁　止 強　制 電源プラグ
を抜け

禁　止

禁　止

禁　止

警告 誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定
される内容を示しています。

万一、異常が起きたら
次の場合、電源スイッチを切り、電源プラグを抜いて販売店にご連絡ください。
そのまま使用すると、火災・感電の原因となります。
● 煙が出ている、変なにおいがするとき
● 内部に水や異物が入ったとき
● 落としたり、ケースを破損したとき
● 電源コードが傷んだとき（心線の露出、断線など）
● 音が出ないとき

電源プラグ
を抜け

使用するとき

分解禁止

内部を開けない、改造しない
内部には電圧の高い部分があり、ケースを開けたり、改造したりすると、火
災・感電の原因となります。
内部の点検・調整・修理は販売店にご依頼ください。
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警告 誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定
される内容を示しています。

使用するとき

液体の入った容器や小さな金属物を上に置かない
こぼれたり、中に入った場合、火災・感電の原因となります。

内部に異物を入れない
本機の通風口などから内部に金属類や燃えやすいものなど、異物を差し込んだ
り、落とし込んだりしないでください。
火災・感電の原因となります。

禁　止

禁　止

ぬれた手で電源プラグをさわらない
ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。
感電の原因となることがあります。 禁　止

注意 誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容
および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

設置・据付をするとき

通風口をふさがない
通風口をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因となることがあります。

禁　止

湿気やほこりの多い場所などに置かない
湿気やほこりの多い場所、直射日光のあたる場所や熱器具の近く、油煙や湯気
のあたるような場所に置かないでください。
火災・感電の原因となることがあります。

禁　止

使用するとき

ニカド電池の取り扱いに注意する
次のことを必ずお守りください。
守らないと、電池の液もれ・破裂により、火災・けがの原因となることがあり
ます。
● ショート・分解・加熱をしたり、火の中に入れたりしない。
● 電池に直接はんだ付けしない。
● 指定した電池を使用する。
●（＋）と（ー）に注意し、表示どおり正しく入れる。
● 直射日光・高温・高湿の場所を避けて保管する。

強　制
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ニカド電池のリサイクルにご協力ください
本機にはニカド電池を使用しています。
ニカド電池はリサイクルが可能な、貴重な資源です。
ニカド電池の交換および使用済み製品の廃棄に際しては、ニカド電池を取り出し、
リサイクルへご協力ください。
使用済みのニカド電池は、捨てないで、お買い上げ店または当社営業所へ返却し
てください。

ニカド電池のリサイクルについて

●汚れは柔らかい布で軽くふいてください。
本機を清掃するときには、必ず電源を切ってから、乾いた柔らかい布でふいてください。また、ひどい汚
れは中性洗剤をしみこませた布を使用してください。ベンジン・シンナー・アルコール類・化学ぞうきん
などは絶対に使用しないでください。変形や変色の原因になります。

●「非常時の操作手順」は、本機の近くに置いてください。
設定モードに応じた操作手順書をよく見える所に置いてください。
「非常時の操作手順」は、EP-059Rに付属しています。

●本機は認定品ですので、絶対に改造しないでください。

使用上のご注意
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機器構成
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■ 非常業務兼用遠隔操作パネル EP-059R

各部の名称とはたらき
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■ 非常業務兼用集中遠隔操作パネル EP-021R
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■ マイク出力選択パネルMS-011

■ モニタパネルMP-021
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■ 遠隔操作器用非常電源パネル DS-029R

■ 遠隔操作器用非常電源監視パネル BM-011
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非常時の操作手順

●1

●2

■自火報感知器起動による非常放送

自動火災報知設備の感知器起動
（業務放送中であれば業務放送が停止します。）

●火災灯点灯
●出火階表示灯点灯
●出火階および連動階の階別作動表
示灯点灯（連動モード）

●すべての階の階別作動表示灯点灯
（連動一斉モード）

火災放送移行タイマが起動します。*3
火災放送移行タイマ設定　　分　　秒

発報連動モード発報連動停止モード

感知器発報放送（ ）
放送階：出火階および連動階（連動モード）

：すべての階（連動一斉モード）
起動のあった階の階情報（◯◯階の）を含みます。

M1

現場を確認してください。

非常起動スイッチ④または火
災放送スイッチ⑦を押してく
ださい。

マイク放送をしたとき

●マイク放送終了後は無音状
態となります。

●現場を確認して、手動で火
災／非火災放送にするか、マ
イクで誘導指示をしてくだ
さい。

●非常電話
●発信機
●感知器第2報
●自動火災報知設備の火災確認信号

上記いずれかの起動*1

火災放送
移行タイマ
タイムアップ

火災

非火災（誤報）

一斉移行タイマ
□ 切

一斉移行タイマ
□ 0分

一斉移行タイマ
□ 分　　秒

火災放送（ ）*2
放送階：出火階および連動階（連動モード）

：すべての階（連動一斉モード）
最初に起動のあった階の階情報（◯◯階で）を含みます。

M2

一斉火災放送（ ）*2, *4
放送階：すべての階
最初に起動のあった階の階情報（◯◯階で）を含みます。

M2

火災放送（ ）*2
放送階：出火階および連動階（連動モード）

：すべての階（連動一斉モード）
最初に起動のあった階の階情報（◯◯階で）を含
みます。

M2

火災

非火災（誤報）

●マイク①で適切な避難誘導放送をしてください。
マイク放送を終了させると“第2シグナル”警報音（フィ、フィ、フィ）の
連続となります。

●必要に応じ他の放送階も選択してください。*4

一斉移行タイマ起動

一斉移行タイマタイムアップ

●各スイッチ類の番号は「各部の名称とはたらき」
（ P. 8）の番号です。
● , などは音声警報／音声ガイドメッ
セージの番号を示します。（ P. 21）

● は、その時点における操作パネル上の

LCDパネルの表示内容を表しています。

●2●1

M2M1

火  災 非常起動

感知器発報放送はされません。
“火災音信号”が放送モニタ用スピ
ーカ○24 から出ます。

●2

●2

タイムアップ
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非火災（誤報）

非火災放送スイッチ⑨を押してく
ださい。

非火災放送（ ）
放送階：感知器発報放送または、火災放送で放送されていた階

M3

感知器／非常電話／発信機を
復旧させてください。

鎮　　火

非常復旧スイッチ②を押してくだ
さい。

●火災灯　消灯
●出火階表示灯　消灯
●階別作動表示灯　消灯

復　　旧
感知器起動前が業務放送中であれ
ばもとの業務放送状態に戻ります。

感知器／非常電話／発信機を復旧させな
いで非常復旧スイッチを押した場合は、
まだ火災状態と判断して、非常放送を
始めます。

非火災や鎮火が確認されたときは、か
ならず感知機／非常電話／発信機を復旧
させてから非常復旧スイッチを押して
ください。

*1 異なる階の感知器が同時に起動したとき、または発報放送中に別の階の感知器が起動したときは、発報放
送のメッセージ終了後、すぐに火災放送になります。

*2 感知器発報放送後、新たに別の階の感知器が起動したときでも、火災放送では最初に起動のあったときの
階情報（◯◯階で）を含んだ音声メッセージだけが放送されます。

*3 火災放送移行タイマ作動中に放送復旧スイッチ⑪を押して、放送が復旧したときも火災放送移行タイマは
停止せず、作動を継続します。

*4 一斉移行タイマがタイムアップ後は、放送復旧を含む放送階の変更はできません。一斉放送だけになりま
す。

マイク放送は最優先なので、いつでも放送することができます。

操作中にCPU異常表示灯が点灯または点滅したら

ドアを開けてコンピュータ制御入／切スイッチを「切」にしてください。マイクによる緊急一斉放送を
することができます。（ P. 29）

非火災火  災

非常復旧

●3
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●2

●2

■非常電話／発信機起動による非常放送

非常電話または発信機からの起動
（業務放送中であれば業務放送が停止します。）

●火災灯点灯
●出火階表示灯点灯
●出火階および連動階の階別作動表示灯点灯（連動モード）
●すべての階の階別作動表示灯点灯（連動一斉モード）

発報モード 火災モード

感知器発報放送（ ）
放送階：出火階および連動階（連動モード）

：すべての階（連動一斉モード）
最初に起動のあった階の階情報（◯◯階の）を含みます。

M1

一斉移行タイマ
□ 切

一斉移行タイマ
□ 0分

一斉移行タイマ
□ 分　　秒

火災放送（ ）*1
放送階：出火階および連動階（連動モード）

：すべての階（連動一斉モード）
最初に起動のあった階の階情報（◯◯階で）を含みます。

M2

一斉火災放送（ ）*1, *2
放送階：すべての階
最初に起動のあった階の階情報（◯◯階で）を含みます。

M2

火災放送（ ）*1
放送階：出火階および連動階（連動モード）

：すべての階（連動一斉モード）
最初に起動のあった階の階情報（◯◯階で）を含
みます。

M2

火災

非火災（誤報）

一斉移行タイマ起動

一斉移行タイマタイムアップ

*1 感知器発報放送後、新たに別の階の非常電話／発信機が起動したときでも、火災放送では最初に起動の
あったときの階情報（◯◯階で）を含んだ音声メッセージだけが放送されます。

*2 一斉移行タイマがタイムアップ後は、放送復旧を含む放送階の変更はできません。一斉放送だけになりま
す。

● 各スイッチ類の番号は「各部の名称
とはたらき」（ P. 8）の番号です。

● , などは、音声警報／音声
ガイドメッセージの番号を示しま
す。（ P. 21）

● は、その時点における操作パ

ネル上のLCDパネルの表示内容を表
わしています。

●2●1

M2M1

●マイク①で適切な避難誘導放送をしてください。
マイク放送を終了させると“第2シグナル”警報音（フィ、フィ、フィ）の
連続となります。

●必要に応じ他の放送階も選択してください。*2

●1

●2
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●3

非火災（誤報）

非火災放送スイッチ⑨を押してく
ださい。

非火災放送（ ）
放送階：感知器発報放送または、火災放送で放送されていた階

M3

感知器／非常電話／発信機を
復旧させてください。鎮　　火

非常復旧スイッチ②を押してくだ
さい。

●火災灯　消灯
●出火階表示灯　消灯
●階別作動表示灯　消灯

復　　旧
非常電話又は発信機起動前が業務
放送中であればもとの業務放送状
態に戻ります。

感知器／非常電話／発信機を復旧させな
いで非常復旧スイッチを押した場合は、
まだ火災状態と判断して、非常放送を
始めます。

非火災や鎮火が確認されたときは、か
ならず感知器／非常電話／発信機を復旧
させてから非常復旧スイッチを押して
ください。

マイク放送は最優先なので、いつでも放送することができます。

操作中にCPU異常表示灯が点灯または点滅したら

ドアを開けてコンピュータ制御入／切スイッチを「切」にしてください。マイクによる緊急一斉放送を
することができます。（ P. 29）

非火災火  災

非常復旧
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●2

●2

●2

タイムアップ

火災放送移行タイマが起動します。*4
火災放送移行タイマ設定　　分　　秒

マイク放送をしたとき
●マイク放送終了後は無音状
態となります。

●現場を確認して、手動で火
災／非火災放送にするか、
マイクで誘導指示をしてく
ださい。

■手動による非常放送

● 各スイッチ類の番号は「各部の名称とはたらき」（ P. 8）の番号です。
● , などは音声メッセージの番号を示します。（ P. 21）

● は、その時点における操作パネル上のLCDパネルの表示内容を表わしています。●2●1

M2M1

●非常電話
●発信機
●感知器

上記いずれかの起動*1

一斉移行タイマ
□ 切

一斉移行タイマ
□ 0分

一斉移行タイマ
□ 分　　秒

火災放送（ ）
放送階：起動階（出火階）、連動階および選択した階

（連動モード）
：すべての階（連動一斉モード）

最初に起動のあった階の階情報（◯◯階で）を含みます。

M2

一斉火災放送（ ）*5
放送階：すべての階
最初に起動のあった階の階情報（◯◯階で）を含みます。

M2

火災放送（ ）
放送階：起動階（出火階）、連動階および選択した階

（連動モード）
：すべての階（連動一斉モード）

最初に起動のあった階の階情報（◯◯階で）を含み
ます。

M2

一斉移行タイマ起動

一斉移行タイマタイムアップ

火災放送移行タイマ
タイムアップ
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手動起動：火災の情報を入手したとき

非常起動スイッチ④を押してください。
（業務放送中であれば業務放送が停止します。）

必要と思われる放送階選択スイッチ⑮または
一斉放送スイッチ⑩を押してください。

発報モード 火災モード

感知器発報放送（ ）
放送階：選択した階*2
階情報（◯◯階の）を含みません。

M1

現場を確認してください。

非常起動スイッチ④または火
災放送スイッチ⑦を押してく
ださい。

火災

非火災（誤報）

一斉移行タイマ
□ 切

一斉移行タイマ
□ 0分

一斉移行タイマ
□ 分　　秒

火災放送（ ）*3
放送階：選択した階
階情報（◯◯階で）を含みません。

M2

一斉移行タイマ起動

一斉移行タイマタイムアップ

火災放送（ ）*3
放送階：選択した階
階情報（◯◯階で）を含みません。

M2

一斉火災放送（ ）*3, *5
放送階：すべての階
階情報（◯◯階で）を含みません。

M2

非火災（誤報）

B
次ページへ

B
次ページへ

非常起動

放送階選択作動/短絡出火階

非常起動

火災

火  災

●マイク①で適切な避難誘導放送をしてください。
マイク放送を終了させると“第2シグナル”警報音（フィ、フィ、フィ）の
連続となります。

●必要に応じ他の放送階も選択してください。*5

A
次ページへ

●2

●2

●2

●1
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●3

非火災（誤報）

非火災放送スイッチ⑨を押してく
ださい。

非火災放送（ ）
放送階：感知器発報放送または、火災放送で放送されていた階

M3

感知器／非常電話／発信機を
復旧させてください。鎮　　火

非常復旧スイッチ②を押してくだ
さい。

●火災灯　消灯
●出火階表示灯　消灯
●階別作動表示灯　消灯

復　　旧
手動起動前が業務放送中であれば
もとの業務放送状態に戻ります。

感知器／非常電話／発信機を復旧させな
いで非常復旧スイッチを押した場合は、
まだ火災状態と判断して、非常放送を
始めます。

非火災や鎮火が確認されたときは、か
ならず感知器／非常電話／発信機を復旧
させてから非常復旧スイッチを押して
ください。

*1 発報放送中に起動したときは、メッセージ終了後に火災放送になります。
*2 放送階を手動で選択した時、直上階などへは放送されません。
*3 手動起動による感知器発報放送後、新たに感知器／非常電話／発信機が起動したときは、火災放送では階情
報（◯◯階で）を含んだ音声メッセージが放送されます。

*4 火災放送移行タイマ作動中に放送復旧スイッチ⑪を押して、放送が復旧したときも火災放送移行タイマは
停止せず、作動を継続します。

*5 一斉移行タイマがタイムアップ後は、放送復旧を含む放送階の変更はできません。一斉放送だけになりま
す。

マイク放送は最優先なので、いつでも放送することができます。

操作中にCPU異常表示灯が点灯または点滅したら

ドアを開けてコンピュータ制御入／切スイッチを「切」にしてください。マイクによる緊急一斉放送を
することができます。（ P. 29）

B
前ページから

非火災火  災

非常復旧

A
前ページから
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●音声警報メッセージ （以下のメッセージは、放送階のスピーカから放送されます。）

●非常業務兼用遠隔操作パネルEP-059RのLCD（液晶）パネルの表示
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■ マイクロホンによる案内放送

業務放送のしかた
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■ 業務グループ放送
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■ 業務一斉放送について
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4. BGM音源機器から本体BGM放送ができます。

●本体BGM放送はEP-0510での書き込みによって、放送の優先レベルを設定することができます。
別冊「設置要領（書き込み編）」をご覧ください。

●本体BGM放送よりも優先レベルの高い放送をしているときは、「BGM」に設定されたグループ選択スイッ
チまたは放送階選択スイッチを押してもBGM放送はできません。

ご注意

2. 押したスイッチの作動表示灯が点灯します。

■本体BGM放送について

ビジー制御出力端子を持たない演奏機器からでもBGM放送ができる本体BGM放送機能を内蔵しています。
非常業務兼用操作パネルEP-0510での書き込みで、グループ選択スイッチまたは放送階選択スイッチの用途
を「BGM」に設定します。
EP-0510および非常リモコンで、「BGM」に設定されたグループ選択スイッチまたは放送階選択スイッチを
押すことにより本体BGM放送ができます。
設定のしかたは、別冊「設置要領（書き込み編）」をご覧ください。

接続する本体ラックによっては「本体BGM放送」ができないものがあります。詳しくは、本体
ラックEP-0510付属の取扱説明書をご覧ください。

●本体BGM放送のしかた
1.「BGM」に設定されている本体のグループ選択スイッチまたは放送階選択スイッチを押します。

ご注意

選択したスイッチ

◎業務放送中

　
　　　　　　　　BGM

3. EP-0510のLCDパネルに「業務放送中　BGM」の表示がでます。
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本体の放送復旧スイッチを押しても、本体BGM放送は中断せず継続します。

●非常業務兼用遠隔操作器（非常リモコン）からの本体BGM放送のしかた
非常業務兼用遠隔操作器（非常リモコン）からも本体BGM放送ができます。
非常業務兼用操作パネルEP-0510での書き込みで、「BGM」に設定されたグループ選択スイッチまたは放送
階選択スイッチを押して、本体BGM放送をします。
操作方法は「本体BGM放送のしかた」と同じです。

●本体BGM放送を行うことができる機器
EP-0510の内部スイッチの切り換えにより、本体または非常リモコンのどちらから本体BGM放送を行うかを
設定することができます。
出荷状態では本体と非常リモコンの両方から本体BGM放送ができます。
設定できる内容と設定のしかたは、別冊「設置要領（工事・基本編）」の「非常業務兼用操作パネルEP-0510
の設定」をご覧ください。

本体BGM放送機器として設定されていないときは、「BGM」で設定されているグループ選択スイッ
チまたは放送階選択スイッチを押しても選択できません。

■記名カードの使いかた

記名カードは、放送階選択スイッチおよびグループ選択スイッチの名称を記入します。

●カバーの外しかた

下図のようにカバーの溝を先の細いもので上に押し上げ、カバーを手前に引き出します。

記入後はカバーを元の位置にはめ込みます。

ご注意

ご注意

5. 本体BGM放送を終了するときは、選択されているグループ選択スイッチまたは放送階選択スイッチを押し
て、作動表示灯が消灯することを確認します。（LCD上の表示も消えます。）

消灯

選択されているスイッチ

カバー

記名カード

① ②
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■ 手動点検
● 万一の時に機器が正常に動作するように、日常点検を必ず実施してください。
●日常点検は、機器の動作の一部だけを点検するものです。必ず定期点検も実施するようにしてください。

● BM-011による本体非常電源電圧の確認

● DS-029Rによる電源電圧の確認

日常点検
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■ 自動点検

本機はコンピュータによる自動点検の機能を備えています。
自動点検は、蓄電池の点検を24時間ごとに、その他の点検項目は常時行われています。
異常があったときは、操作パネルのLCDパネル（EP-059Rのみ）、または異常表示灯にその異常状態を表示
します。
以下に、異常発生時の表示内容とその時の処置について説明します。

● CPU異常：コンピュータに異常があります。
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●蓄電池異常：本体ラック（DS-029）の蓄電池に異常があります。
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● EP029異常/増設ユニット異常：遠隔操作器の増設操作パネルEP-029に異常があります。
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●通信異常：本体ラック（JP-0410）との回線に異常があります。
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注意

前面パネル

ニカド電池

コネクタ

1. 前面パネルを外します。

2. 蓄電池のコネクタを本体側から取り外します。

3. 収納スペースから蓄電池を取り出します。

ニカド電池のリサイクルにご協力ください。

使用済みのニカド電池は、捨てないで、お買い上げ店または
弊社営業所へ返却してください。

ニカド電池の交換について

● ニカド電池を、ショート・分解・加熱・火の中に入れるなどしないでください。

●取り出したニカド電池は、ショート防止のために、端子に絶縁テープを貼るなどの対策を行ってください。

●乾電池など、ニカド電池以外の電池を混入しないでください。
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